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連載  町の日本遺産  ６回  太田家住宅

第
３
保
育
所
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ

　
通
常
点
検
終
了
し
ま
し
た
！
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「
小
さ
い
頃
に
遊
ん
で
い
た
場
所

が
、
国
指
定
重
要
文
化
財
、
そ
し
て

日
本
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
こ
と
は
と

て
も
感
慨
深
い
で
す
」
と
話
す
の
は
、

愛
甲
忠
さ
ん
。
愛
甲
さ
ん
は
、
多
良

木
町
教
育
委
員
会
か
ら
太
田
家
住
宅

の
管
理
を
委
託
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

太
田
家
住
宅
は
、
安
政
３
年
（
１

８
５
６
）
頃
に
、
博
多
大
工
に
よ
っ

て
建
て
ら
れ
た
と
伝
え
ら
れ
て
お
り
、

１
５
０
年
以
上
が
経
過
し
て
い
ま
す
。

当
時
、
太
田
家
は
、
農
業
の
か
た
わ

ら
焼
酎
を
製
造
し
て
い
ま
し
た
。
現

在
の
太
田
家
住
宅
の
姿
は
、
平
成
18

年
～
平
成
21
年
に
大
規
模
な
修
理
工

事
が
さ
れ
た
後
の
も
の
で
す
。

　

今
回
は
、
愛
甲
さ
ん
の
活
動
を
通

し
て
、
日
本
遺
産
と
し
て
の
太
田
家

住
宅
を
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

中
原
地
区
に
守
ら
れ
て

　

愛
甲
さ
ん
は
、
平
成
12
年
か
ら
太

田
家
住
宅
の
管
理
を
し
て
い
ま
す
。

土
日
を
含
め
、
毎
日
朝
８
時
に
開
放

し
、
掃
除
を
１
時
間
程
度
お
こ
な
い
、

夕
方
５
時
に
閉
め
ま
す
。
枯
葉
の
多

相良７００年が生んだ保守と進取の文化
～日本でもっとも豊かな隠れ里～

文化庁が２０１５（平成２７）年に創設した「日本遺産」第1号として、
熊本県では唯一、人吉球磨が認定を受けました
広報たらぎでは、多良木町に関係する日本遺産の構成文化財をシリーズでお伝えしています

※人吉球磨の領主相良氏は、急峻な九州山地に囲まれた地の利を生かして外敵の侵入を拒み、日本史上稀な「相良

７００年」と称される長きにわたる統治を行いました。その足掛かりとなったのが多良木です。

　この「相良７００年」とは、相良氏が人吉球磨を領知したとされる鎌倉時代初めから、明治時代の初めまでのおお

よその期間です。

第
６
回

 　

太
田
家
住
宅

な
か
ば
る
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い
秋
が
一
番
の
重
労
働
で
、
夏
は
雑
草
と

の
戦
い
で
あ
る
と
の
こ
と
。
ま
た
、
年
に

２
回
は
中
原
地
区
老
人
会
に
よ
り
大
掃
除

が
お
こ
な
わ
れ
ま
す
。

　

愛
甲
さ
ん
に
と
っ
て
の
太
田
家
住
宅
は

子
ど
も
の
頃
の
遊
び
場
。「
今
よ
り
た
く

さ
ん
の
木
が
茂
っ
て
い
て
、
よ
く
虫
を
捕

っ
て
い
た
よ
。
そ
の
よ
う
な
場
所
を
、
今

は
自
分
自
身
が
管
理
す
る
こ
と
と
な
り
、

感
慨
深
い
よ
う
な
不
思
議
な
気
が
し
ま

す
。
」
と
話
さ
れ
ま
す
。

 

地
区
の
日
常
に
溶
け
込
み
、
住
民
に
守

ら
れ
な
が
ら
江
戸
時
代
か
ら
現
代
ま
で
存

在
し
続
け
る
こ
と
が
出
来
た
か
ら
こ
そ
、

こ
の
太
田
家
住
宅
が
国
指
定
重
要
文
化
財

と
し
て
、
ま
た
、
日
本
遺
産
の
構
成
文
化

財
の
一
つ
と
し
て
認
定
さ
れ
る
こ
と
が
で

き
た
の
で
し
ょ
う
。

日
本
遺
産
に
認
定
さ
れ
て

　

日
本
遺
産
認
定
後
、
太
田
家
住
宅
に
は

県
外
か
ら
の
来
訪
者
が
増
え
た
と
愛
甲
さ

ん
は
言
い
ま
す
。
近
く
は
鹿
児
島
や
宮
崎
、

遠
く
は
本
州
か
ら
の
来
訪
者
が
お
り
、
見

学
し
て
い
く
と
の
こ
と
。
訪
問
者
の
名
前

を
記
載
す
る
ノ
ー
ト
に
は
、「
素
晴
ら
し

い
」「
す
ご
く
き
れ
い
で
す
」「
さ
す
が
日

本
遺
産
」
な
ど
の
コ
メ
ン
ト
が
寄
せ
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

愛
甲
さ
ん
は
、
太
田
家
住
宅
を
こ
れ
か

ら
も
維
持
し
、
守
っ
て
い
く
た
め
に
、
管

理
者
の
後
継
人
を
探
し
て
い
る
と
の
こ
と

で
す
。「
声
を
か
け
て
い
る
け
れ
ど
も
な

か
な
か
見
つ
か
ら
な
い
、
引
き
継
い
で
く

れ
る
人
が
い
れ
ば
す
ご
く
嬉
し
い
で
す
。」

と
話
し
ま
し
た
。

大
量
の
古
文
書
発
見
！

　

太
田
家
住
宅
を
大
規
模
修
理
し
た
際
、

大
量
の
古
文
書
が
見
つ
か
り
ま
し
た
。
そ

れ
ら
古
文
書
は
、
ふ
す
ま
の
下
張
り
と
し

て
使
用
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
ふ
す
ま
か
ら

剥
さ
れ
た
そ
れ
ら
古
文
書
の
整
理
を
、
昨

年
８
月
に
琉
球
大
学
の
学
生
が
多
良
木
町

埋
蔵
文
化
財
等
セ
ン
タ
ー
で
お
こ
な
い
ま

し
た
。
古
文
書
の
整
理
と
は
、
目
録
作
成

や
写
真
撮
影
を
す
る
こ
と
で
す
。
ま
だ
途

中
で
は
あ
り
ま
す
が
、
今
後
そ
れ
ら
古
文

書
の
整
理
を
進
め
、
解
読
し
て
い
く
こ
と

で
、
新
た
な
太
田
家
の
歴
史
が
明
ら
か
に

な
っ
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

見
て
、
触
れ
て
、
感
じ
て

　

２
月
１
日
か
ら
３
月
20
日
ま
で
、「
た

ら
ぎ
ひ
な
ま
つ
り
散
歩
道
」
と
題
し
、
多

良
木
町
内
の
各
会
場
で
雛
人
形
の
展
示
や

イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

 
太
田
家
住
宅
で
も
雛
人
形
を
展
示
し
ま

す
。
太
田
家
住
宅
は
普
段
か
ら
一
般
開
放

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
い
つ
も
と
は
違
っ
た
、

こ
の
期
間
限
定
の
風
情
を
感
じ
に
是
非
一

度
足
を
運
ん
で
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。

太田家住宅を案内する愛甲さん

古文書の整理を行う琉球大学生

日　時：平成29年２月１日（水）～３月20日（月・祝）
会　場：交流館石倉、太田家住宅、
　　　　えびすの湯
問合せ：多良木町役場企画観光課
　　　　☎ ４２－１２５７（直通）

＜イベント情報＞

たらぎひなまつり散歩道
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１
月
４
日
、
多
目
的
研
修
セ
ン
タ
ー
に

お
い
て
、
平
成
29
年
多
良
木
町
成
人
式
が

開
催
さ
れ
、
新
成
人
者
（
対
象
者
１
２
１

人
、
出
席
者
１
０
１
人
）
を
お
祝
い
し
ま

し
た
。

　

式
典
は
、
那
須
洸
太
さ
ん（
久
６
区
）と

黒
木
奈
々
恵
さ
ん（
黒
10
区
）の
司
会
で
進

行
さ
れ
、
成
人
の
日
運
営
委
員
長
の
和
田

省
吾
さ
ん（
久
５
区
）の
開
会
の
辞
で
始
ま

り
、
村
山
史
さ
ん（
多
８
区
の
２
）の
ピ
ア

ノ
伴
奏
に
よ
る
国
歌
斉
唱
の
あ
と
、
町
長

の
式
辞
が
あ
り
、
続
い
て
新
成
人
者
代
表

の
吉
島
葵
さ
ん（
多
６
区
の
１
）へ
町
か
ら

記
念
品
の
贈
呈
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
林
田
俊
策
町
議
会
副
議
長
、

尾
方
愼
二
区
長
自
治
会
長
の
来
賓
祝
辞
、

元
中
学
校
担
任
の
江
口
泰
寛
先
生
か
ら
の

祝
辞
に
続
き
、
新
成
人
者
を
代
表
し
て
山

口
亮
さ
ん（
多
９
区
の
２
）が
誓
い
の
言
葉

を
、
深
松
寛
美
さ
ん（
黒
７
区
）と
椎
葉
響

弥
さ
ん（
多
４
区
の
１
）が
新
成
人
の
主
張

を
、
そ
し
て
那
須
健
一
さ
ん（
多
８
区
の

１
）が
交
通
安
全
宣
言
を
そ
れ
ぞ
れ
行
い

ま
し
た
。

　

発
表
者
表
彰
の
あ
と
は
、
多
良
木
町
消

防
音
楽
隊
に
よ
る
お
祝
い
の
演
奏
が
あ
り
、

青
年
団
長
の
才
津
宜
大
さ
ん
に
よ
る
青
年

団
員
募
集
に
つ
い
て
の
話
が
あ
り
ま
し
た
。 　

最
後
は
味
岡
和
國
商
工
会
長
に
よ
る
万

歳
三
唱
、
成
人
の
日
運
営
副
委
員
長
の
下

田
春
香
さ
ん（
多
５
区
の
１
）の
閉
会
の
辞

を
も
っ
て
式
典
は
終
了
し
ま
し
た
。

　

役
場
前
で
記
念
撮
影
が
行
わ
れ
た
あ
と

は
、
晴
れ
姿
で
の
久
し
ぶ
り
の
旧
友
と
の

再
会
に
、
そ
れ
ぞ
れ
に
写
真
を
撮
っ
た
り

話
を
し
た
り
と
成
人
の
日
を
楽
し
む
様
子

が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
成
人
式
に
先
立
ち
、「
成
人
の

日
」
運
営
委
員
会
委
員
が
12
月
18
日
に
妙

見
野
自
然
の
森
展
望
公
園
に
も
み
じ
を
５

本
植
樹
し
ま
し
た
。

　

新
成
人
の
皆
様
、
誠
に
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

司会を務める
那須　洸太さん（左）と
黒木　奈々恵さん（右）

誓いの言葉を述べる
新成人者代表の
山口　亮さん

新成人の決意を胸に！

平成29年 多良木町成人式
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本
日
よ
り
私
達
は
大
人
へ
の
仲
間
入
り
を
果

た
す
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

私
は
現
在
こ
の
地
元
多
良
木
町
を
離
れ
福
岡
で

社
会
人
と
し
て
働
い
て
い
ま
す
。

環
境
の
変
化
や
、
社
会
の
右
左
も
分
か
ら
ず
最

初
は
苦
労
す
る
こ
と
が
多
く
挫
折
し
そ
う
な
時

も
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
こ
ま
で
頑
張
っ
て
こ
れ

た
の
は
周
り
の
人
の
支
え
が
あ
っ
た
か
ら
で
す
。

　

職
場
で
は
先
輩
方
の
ご
指
導
、
帰
省
し
た
と

き
は
周
り
の
人
々
の
笑
顔
を
見
て
癒
さ
れ
元
気

づ
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

私
は
優
し
い
人
に
恵
ま
れ
、
そ
し
て
こ
ん
な

に
穏
や
か
で
温
か
い
町
で
育
っ
た
の
だ
な
と
改

め
て
感
じ
ま
し
た
。

　

今
日
か
ら
立
場
は
違
え
ど
皆
同
じ
社
会
人
。

社
会
人
と
し
て
の
自
覚
を
持
ち
頑
張
っ
て
い
き

ま
す
。

　

そ
し
て
、
少
し
で
も
こ
の
社
会
に
、
こ
の
故

郷
に
貢
献
で
き
る
よ
う
に
日
々
努
力
し
、
後
悔

し
な
い
よ
う
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
ま
で
支
え
て
く
だ
さ
っ
た
家
族
や
先
生
方
、

地
域
の
方
々
に
感
謝
し
、
こ
れ
か
ら
の
人
生
を

謳
歌
し
て
い
き
た
い
で
す
。

新成人が生まれた年の多良木町の出来事
平成8年  4月　堆肥センター落成
平成8年  7月　第３保育所改築落成
平成8年  8月　大型台風12号襲来
平成8年11月　上の原団地宅地分譲開始
平成8年11月　えびす温泉センター（現えびすの湯）
　　　　　　　オープン
平成8年11月　㈱新産創業多良木プレカット工場落成
平成9年  3月 「多良木町ファミリーパーク宇宙ランド」
　　　　　　　オープン
平成9年  3月　下槻木小学校が休校（平成18年3月廃校）

＝
新
成
人
の
主
張

＝
新
成
人
の
主
張 

＝

＝
新
成
人
の
主
張 

＝

新成人代表
深松　寛美さん

　

私
は
生
ま
れ
て
か
ら
こ
れ
ま
で
多
良
木
町
で

過
ご
し
て
き
ま
し
た
。
多
良
木
高
校
を
卒
業
し
、

社
会
人
２
年
目
で
、
学
生
の
頃
と
は
違
う
社
会

人
と
し
て
の
責
任
を
日
々
の
仕
事
の
中
で
感
じ

て
い
ま
す
。

　

社
会
に
出
た
今
、
挨
拶
や
礼
儀
、
人
前
で
恐

れ
ず
に
話
が
で
き
る
の
は
、
高
校
時
代
に
野
球

を
通
し
て
お
教
え
い
た
だ
い
た
恩
師
の
お
陰
と

感
謝
し
て
い
ま
す
。
野
球
は
一
人
で
は
で
き
ま

せ
ん
。
仲
間
が
い
た
か
ら
苦
し
い
練
習
を
乗
り

越
え
、
家
族
の
支
え
が
あ
っ
て
野
球
に
集
中
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
地
域
の
支
え

が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
熊
本
県
大
会
で
優
勝
で
き
、

試
合
で
は
何
度
も
勇
気
づ
け
ら
れ
自
分
た
ち
の

力
以
上
の
も
の
が
出
せ
ま
し
た
。
今
の
私
が
あ

る
の
は
家
族
を
は
じ
め
、
沢
山
の
方
々
の
温
か

い
支
え
が
あ
っ
た
か
ら
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

こ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
今
後
は
仕
事
だ
け
で
な

く
、
青
年
団
や
消
防
団
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
い

っ
た
地
域
活
動
に
貢
献
で
き
る
よ
う
、
こ
こ
に

い
る
仲
間
と
共
に
お
互
い
の
力
を
合
わ
せ
、
頑

張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

新成人代表
椎葉　響弥さん

※

一
部
、
抜
粋
し
て
掲
載
し
て
い
ま
す
。

成人の日運営委員の皆さん
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多良木町消防団出初式多良木町消防団出初式多良木町消防団出初式
　

１
月
７
日
、
多
目
的
総
合
グ
ラ
ウ

ン
ド
に
お
い
て
多
良
木
町
消
防
団
出

初
式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

多
く
の
来
賓
を
迎
え
て
行
わ
れ
た

式
典
は
、
消
防
団
の
分
列
行
進
で
始

ま
り
、
杉
野
博
昭
消
防
副
団
長
の
総

指
揮
者
宣
言
、
松
本
総
務
課
長
の
開

式
の
辞
、
松
本
照
彦
町
長
の
式
辞
、

森
下
孝
幸
消
防
団
長
の
訓
示
と
つ
づ

き
、
消
防
団
員
の
表
彰
の
あ
と
、
通

常
点
検
、
第
３
保
育
所
幼
年
消
防
ク

ラ
ブ
に
よ
る
通
常
点
検
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

そ
の
後
、
放
水
競
技
が
行
わ
れ
、

小
型
ポ
ン
プ
の
部
で
11
分
団
３
部
が
、

自
動
車
ポ
ン
プ
の
部
で
１
分
団
１
部

が
優
勝
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
放
水
競
技
の
成
績
と
各
団

員
表
彰
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
小
型
ポ
ン
プ
の
部
】

　

優
勝　

11
分
団
３
部

　

２
位　

９
分
団
４
部

　

３
位　

２
分
団
１
部

【
自
動
車
ポ
ン
プ
の
部
】

　

優
勝　

１
分
団
１
部

【
総
合
優
勝
】

　

12
分
団
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防災無線は常に電源を入れておきましょう

消
防
団
員
被
表
彰
者
（
敬
称
略
）

■
熊
本
県
消
防
協
会
長
表
彰

【
功
績
章
20
年
】

組
島
　

英
明
　
　

山
下
　

均

椎
葉
健
一
郎
　
　

倉
岡
　

孝
行

冨
田
　

清
文
　
　

中
神
　

勝
幸

那
須
研
太
郎
　
　

那
須
　

隆
二

前
田
　

哲
二
　
　

青
山
　

政
美

尾
方
　

宏
司
　
　

五
家
　

康
之

椎
葉
　

慎
也
　
　

島
田
　

法
和

嶋
田
　

尚
　
　
　

松
崎
敬
志
郎

吉
永
　

淳
也

【
勤
績
章
15
年
】

吉
村
　

訓
彦
　
　

山
口
　

純
司

濱
岡
　

信
夫
　
　

北
原
　

義
隆

田
山
　

貴
寛
　
　

松
尾
　

亮

木
下
　

孝
二
　
　

秋
山
　

宏
文

久
保
田
隆
文
　
　

武
藤
　

誠

那
須
　

英
文
　
　

東
　
　

高
広

吉
田
　

昇
　
　
　

黒
木
　

勇
樹

椎
葉
　

孝
弘
　
　

田
上
　

卓

川
辺
　

英
利
　
　

椎
葉
　

正
之

長
野
　

秀
一
　
　

宮
崎
　

寛
人

浦
田
　

誠
　
　
　

渕
田
　

憲
之

■
町
長
表
彰

【
特
別
功
労
章
】

吉
村
　

訓
彦
　
　

高
椋
　

健
治

簑
毛
　

達
也
　
　

山
口
　

純
司

吉
村
　

敏
征

【
功
労
章
20
年
】

組
島
　

英
明
　
　

山
下
　

均

椎
葉
健
一
郎
　
　

倉
岡
　

孝
行

冨
田
　

清
文
　
　

中
神
　

勝
幸

那
須
研
太
郎
　
　

前
田
　

哲
二

青
山
　

政
美
　
　

尾
方
　

宏
司

五
家
　

康
之
　
　

椎
葉
　

慎
也

島
田
　

法
和
　
　

嶋
田
　

尚

松
崎
敬
志
郎
　
　

吉
永
　

淳
也

【
功
績
章
20
年
】

那
須
　

隆
二

【
功
績
章
15
年
】

黒
木
　

勇
樹
　
　

濱
岡
　

信
夫

北
原
　

義
隆
　
　

田
山
　

貴
寛

松
尾
　

亮
　
　
　

木
下
　

孝
二

秋
山
　

宏
文
　
　

久
保
田
隆
文

武
藤
　

誠
　
　
　

那
須
　

英
文

東
　
　

高
広
　
　

吉
田
　

昇

椎
葉
　

孝
弘
　
　

田
上
　

卓

椎
葉
　

正
之
　
　

宮
崎
　

寛
人

浦
田
　

誠

■
団
長
表
彰

【
精
績
章
15
年
】

長
野
　

秀
一
　
　

川
辺
　

英
利

渕
田
　

憲
之

【
勤
績
章
10
年
】

宮
原
　

康
朋
　
　

源
嶋
　

康
浩

上
田
　

康
将
　
　

渕
田
　

祐
史

野
村
　

茂
雄
　
　

西
　
　

泰
孝

中
山
　

清
貴
　
　

山
口
　

栄
二

林
田
　

誠
　
　
　

石
崎
　

希
望

渡
邉
　

正
喜
　
　

古
川
　

淳
二

蓑
茂
　

恵
生
　
　

髙
橋
　

雄
二

岸
川
　

直
樹
　
　

源
島
　

隆
貴

森
山
　

武
　
　
　

山
田
　

慎
也

竹
本
　

慎
一
　
　

久
保
田
宏
樹

源
嶋
　

龍
己
　
　

那
須
　

大
志

上
原
健
太
郎
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12
月
22
日
、
牧
本
光
秋
氏
が
監
査

委
員
と
し
て
任
命
さ
れ
、
多
良
木
町

役
場
応
接
室
に
お
い
て
辞
令
交
付
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

任
期
は
、
平
成
28
年
12
月
25
日
か

ら
平
成
32
年
12
月
24
日
ま
で
の
４
年

間
と
な
り
ま
す
。

　

今
回
、
任
期
満
了
に
伴
い
監
査
委

員
を
退
任
さ
れ
た
栁
瀬
博
史
氏
は
、

１
期
４
年
に
渡
り
監
査
委
員
を
務
め

ら
れ
ま
し
た
。

　

大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

監査委員辞令交付式
　

12
月
２
日
、
多
良
木
町
林
研
ク
ラ

ブ
に
よ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

多
良
木
地
区
の
林
道
大
谷
線
沿
い

（
起
点
か
ら
約
３
０
０
ｍ
の
町
有
林

内
）
で
、
車
の
通
行
に
支
障
が
あ
る

雑
木
な
ど
の
伐
採
が
行
わ
れ
、
伐
採

木
の
中
に
は
直
径
30
㎝
を
超
え
る
立

木
も
あ
り
ま
し
た
が
、
普
段
か
ら
森

林
組
合
の
作
業
班
で
仕
事
を
さ
れ
て

い
る
た
め
、
手
際
よ
く
伐
採
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

　

作
業
終
了
後
は
、
路
上
に
か
か
る

木
な
ど
が
な
く
な
っ
た
こ
と
で
、
林

道
自
体
が
明
る
く
な
り
安
全
に
走
行

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

林道を安全に！
林研クラブによるボランティア

　

12
月
17
日
、
多
良
木
学
園
の
ク
リ

ス
マ
ス
会
が
あ
り
ま
し
た
。

　

学
園
生
に
よ
る
絵
本
の
読
み
聞
か

せ
や
ダ
ン
ス
、
職
員
に
よ
る
楽
器
演

奏
な
ど
、
盛
り
沢
山
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

で
、
民
生
委
員
の
方
と
の
交
流
も
で

き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
サ
プ
ラ
イ
ズ
で
自
衛
隊
の

方
が
扮
し
た
サ
ン
タ
さ
ん
も
登
場
!!

プ
レ
ゼ
ン
ト
を
い
た
だ
き
、
大
喜
び

の
子
ど
も
達
で
し
た
。

多良木学園クリスマス会
　

郡
市
内
の
肥
育
農
家
が
一
堂
に
会

し
、
優
良
な
枝
肉
な
ど
を
選
ぶ
第
15

回
球
磨
地
域
農
業
協
同
組
合
肉
牛
枝

肉
共
励
会
が
、
平
成
28
年
12
月
７
日

（
水
）大
阪
市
食
肉
市
場
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

多
良
木
町
か
ら
も
出
品
が
あ
り
、

矢
立
幸
統
さ
ん
（
久
米
９
区
）
の
枝

肉
が
肉
質
ラ
ン
ク
最
高
の
Ａ
５
等
級

（
Ｂ
Ｍ
Ｓ 

№
12
）
で
最
優
秀
賞
を
受

賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

第15回球磨地域農業協同組合
肉牛枝肉共励会開催
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１
月
22
日
、
交
流
館
石
倉
に
お
い
て

標
記
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
多
良
木
町
で
生

産
さ
れ
る
焼
酎
の
魅
力
を
広
く
P
R
し
、

多
良
木
町
産
焼
酎
の
消
費
拡
大
を
推
進

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
行
わ
れ
ま
し

た
。
賞
金
獲
得
を
狙
い
、
７
種
類
の
焼

酎
を
飲
み
比
べ
る
真
剣
な
表
情
は
、
い

つ
し
か
そ
の
美
味
し
さ
に
酔
い
し
れ
、

グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
研
究
会
の
お
も

て
な
し
料
理
に
舌
鼓
を
打
つ
な
ど
、
参

加
者
は
新
春
恒
例
と
な
っ
た
イ
ベ
ン
ト

を
楽
し
ま
れ
ま
し
た
。

　

２
０
０
人
の
参
加
者
の
中
か
ら
見
事

利
き
酒
全
問
正
解
と
な
っ
た
19
人
の
方

に
は
賞
金
な
ら
び
に
「
焼
酎
マ
イ
ス
タ

ー
」
認
定
証
書
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

多良木町焼酎イベント実行委員会主催
新春 七つの蔵の利き酒と味祭り

　

12
月
20
日
、
熊
本
県
庁
に
お
い
て

農
林
水
産
業
功
労
者
の
表
彰
式
が
行

わ
れ
、
農
業
部
門
で
農
事
組
合
法
人

多
良
木
の
び
る
代
表
理
事
組
合
長
の

深
水
吉
人
さ
ん
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

深
水
さ
ん
は
、
農
業
高
校
等
の
農

家
宿
泊
研
修
を
受
入
れ
る
な
ど
農
業

後
継
者
育
成
に
尽
力
さ
れ
、
ま
た
、

全
国
指
導
農
業
士
連
絡
協
議
会
理
事

を
は
じ
め
と
し
た
農
業
関
係
団
体
は

も
と
よ
り
、
多
良
木
町
商
工
会
な
ど

農
業
以
外
の
団
体
役
職
も
数
多
く
務

め
ら
れ
、
多
岐
に
わ
た
っ
て
地
域
へ

貢
献
さ
れ
て
い
る
と
し
て
、
そ
の
功

績
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

農林水産業功労者表彰

▼
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
一
般
女
子

①
赤
坂
よ
も
ぎ
（
名
城
大
学
）

　

１
時
間
12
分
49
秒

②
堀
江
　

美
里
（
ノ
ー
リ
ツ
）

　

１
時
間
12
分
52
秒

③
小
崎
　

ま
り
（
ノ
ー
リ
ツ
）

　

１
時
間
14
分
49
秒

▼
10
㌔
高
校
生
男
子

①
亀
鷹
　

雄
輝
（
九
州
学
院
高
校
）

　

30
分
17
秒

②
吉
里
　

駿
　

（
大
牟
田
高
校
）

　

30
分
19
秒

③
永
井
　

大
育
（
樟
南
高
校
）

　

30
分
24
秒

▼
５
㌔
中
学
生
男
子

①
吉
富
　

純
　

（
大
牟
田
田
隈
中
学
校
）

　

16
分
６
秒

②
園
木
　

大
斗
（
鹿
南
中
学
校
）

　

16
分
11
秒

③
岩
川
　

智
也
（
あ
さ
ぎ
り
中
学
校
）

　

16
分
18
秒

▼
５
㌔
中
学
生
女
子

①
栗
原
　

泉
　

（
湯
前
中
学
校
）

　

18
分
０
秒

②
藤
村
　

光
紀
（
山
鹿
中
学
校
）

　

18
分
15
秒

③
富
野
汐
英
流
（
山
鹿
中
学
校
）

　

18
分
24
秒

▼
５
㌔
女
子
フ
リ
ー

①
秋
山
　

祐
妃
（
熊
本
信
愛
女
学
院

　

16
分
45
秒
　
　

高
校
）

②
福
田
　

詩
音
（
東
海
大
学
付
属
福

　

16
分
52
秒
　
　

岡
高
校
）

③
境
田
　

真
夕
（
千
原
台
高
校
）

　

16
分
58
秒

　

１
月
15
日
、
第
５
回
公
認
奥
球

磨
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会
が
水
上
中

学
校
を
ス
タ
ー
ト
、
水
上
村
役
場

を
フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ
と
す
る
コ
ー
ス

で
開
か
れ
、
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
の

部
や
高
校
生
男
子
10
㌔
の
部
な
ど

４
部
門
に
４
５
４
人
が
参
加
し
ま

し
た
。

　

沿
道
か
ら
は
多
く
の
観
客
が
選

手
に
声
援
を
送
り
大
会
が
大
い
に

盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
結
果
は
次
の
と
お
り
で

す
。

▼
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
一
般
男
子

①
藤
本　

拓 

（
ト
ヨ
タ
自
動
車
）

　

１
時
間
３
分
51
秒

②
今
井　

篤
弥

　

（
ト
ヨ
タ
自
動
車
九
州
）

　

１
時
間
４
分
１
秒

③
大
津　

顕
杜

　

（
ト
ヨ
タ
自
動
車
九
州
）

　

１
時
間
４
分
７
秒

⑥
川
内　

優
輝
（
埼
玉
県
庁
）

　

１
時
間
４
分
17
秒

　

西　

智
也
（
拓
殖
大
学
）

　

１
時
間
６
分
50
秒

第５回公認奥球磨ロードレース
36
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１
週
間
前
く
ら
い
。
徳
之
島
で

の
直
前
の
合
宿
で
は
調
子
が
悪
く
、

箱
根
駅
伝
を
走
れ
る
か
心
配
し
た
。

１
区
は
エ
ー
ス
区
間
で
初
め
は
恐

怖
心
が
あ
っ
た
が
次
第
に
楽
し
み

に
変
わ
っ
た
。
当
日
は
緊
張
す
る

こ
と
な
く
走
れ
た
。

　

皆
意
識
し
て
い
た
。
ス
ロ
ー
ペ

ー
ス
だ
っ
た
の
で
、
設
定
タ
イ
ム

よ
り
２
分
程
遅
か
っ
た
が
、
レ
ー

ス
展
開
や
状
況
を
見
て
自
分
で
判

断
し
よ
う
と
思
っ
た
。
タ
イ
ム
は

考
え
ず
、
タ
ス
キ
を
10
位
前
後
で

渡
す
こ
と
を
意
識
し
て
走
っ
た
。

５
㌔
手
前
で
ス
パ
ー
ト
を
仕
掛
け

ら
れ
た
時
は
キ
ツ
く
な
っ
た
が
、

そ
れ
で
も
ラ
ス
ト
ス
パ
ー
ト
に
は

今
年
自
信
が
つ
い
た
。

　

１
年
生
の
と
き
は
走
れ
る
こ
と

が
嬉
し
か
っ
た
。
昨
年
は
ケ
ガ
で

走
れ
な
か
っ
た
分
、
今
回
の
出
場

に
か
け
る
思
い
は
あ
っ
た
。
ま
た
、

上
級
生
と
い
う
立
場
と
、
１
区
を

　

奥
球
磨
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
に
出
場
さ

れ
た
川
内
優
輝
選
手
が
１
月
16
日
多

良
木
中
学
校
に
お
い
て
、
多
良
木

中
・
多
良
木
高
体
育
コ
ー
ス
の
生
徒

に
向
け
講
話
を
さ
れ
ま
し
た
。

　

川
内
選
手
は
、
自
ら
を
例
に
挙
げ
、

ス
ポ
ー
ツ
だ
け
、
勉
強
だ
け
、
で
な

く
両
立
で
き
た
方
が
多
少
の
挫
折
が

あ
っ
て
も
将
来
の
道
は
開
け
る
。
何

事
も
目
標
を
持
っ
て
取
り
組
み
、
結

果
を
出
す
前
に
や
め
て
し
ま
わ
な
い

で
ほ
し
い
等
の
話
を
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
将
来
に
役
立
つ
事
と
し
て
、

若
い
時
か
ら
新
聞
を
読
む
こ
と
や
英

語
の
勉
強
を
し
て
お
く
こ
と
の
大
切

さ
も
話
さ
れ
ま
し
た
。

川内優輝選手（埼玉県庁）が多良木中学校で講話

任
さ
れ
流
れ
を
作
ら
な
け
れ
ば
と

い
う
責
任
感
も
あ
っ
た
。

　

今
回
は
最
後
ま
で
勝
負
で
き
な

か
っ
た
の
で
、
も
う
一
度
１
区
を

走
り
た
い
。
今
年
は
キ
ャ
プ
テ
ン

に
指
名
さ
れ
た
の
で
、
雰
囲
気
づ

く
り
・
環
境
づ
く
り
を
心
が
け
、

キ
ャ
プ
テ
ン
ら
し
い
走
り
で
皆
を

引
っ
張
っ
て
い
き
た
い
。
来
年
は

最
終
学
年
な
の
で
箱
根
駅
伝
の
シ

ー
ド
権
を
是
非
と
り
た
い
。

　

実
業
団
に
進
み
た
い
と
思
っ
て

い
る
。
現
在
、
オ
フ
ァ
ー
は
あ
る

が
、
結
果
を
残
さ
な
い
と
行
き
た

い
と
こ
ろ
へ
は
行
け
な
い
。
で
き

れ
ば
九
州
に
帰
っ
て
走
り
た
い
。

　

地
元
を
走
る
の
で
、
楽
し
ん
で

走
り
た
い
。
頑
張
り
ま
す
。

　

１
月
２
日
・
３
日
に
開
か
れ
た
第

93
回
東
京
箱
根
間
往
復
大
学
駅
伝
競

走
（
箱
根
駅
伝
）
で
拓
殖
大
学
の
選

手
と
し
て
出
場
さ
れ
た
本
町
出
身
の

西
智
也
選
手
が
１
月
15
日
開
催
の
第

５
回
公
認
奥
球
磨
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
出

場
に
合
わ
せ
、
12
日
に
多
良
木
町
を

表
敬
訪
問
さ
れ
ま
し
た
。

　

西
選
手
は
、
初
日
（
往
路
）
の
１

区
21
・
3
㌔
を
走
り
、
１
時
間
４
分

43
秒
の
区
間
14
位
で
２
区
に
タ
ス
キ

を
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

西
選
手
に
箱
根
駅
伝
出
場
に
つ
い

て
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
い
た
し
ま
し
た
。

第93回箱根駅伝出場の拓殖大学３年西智也選手が表敬訪問

１
区
で
の
出
場
が
決
定
し
た
の

は
い
つ
？

東
洋
大
・
服
部
選
手
の
走
り
を

意
識
し
て
い
た
よ
う
だ
が
？

奥
球
磨
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
出
場
の

意
気
込
み
は
？

卒
業
後
の
進
路
は
？

１
年
生
時
と
今
回
の
箱
根
駅
伝

に
対
す
る
気
持
ち
の
変
化
は
？

来
年
の
箱
根
駅
伝
に
か
け
る
思

い
は
？



槻木アンテナショップ

太鼓踊り

集落支援員活動報告№30

　11月19日と12月24日、福岡市博多区
吉塚商店街にて、農産品の販売をして
きました。
「先月買った野菜がおいしかったよ」
とお客様から声を頂きました。自分が
褒められたようでとても嬉しかったです。ありがたいことに２ヶ月続けて10万円を超える売
り上げがありました。

　11月20日農林商工祭にて、上槻木太鼓踊りの踊り手とし
て参加しました。４回目にして、自分としては、少しだけ
上達した気がしました。控え室は青雲寮でした。初めて中
に入りました。当時、保護者でもあった踊り手の皆さんか
ら思い出話を聞かせてもらいました。

　12月５日、移住者と一緒に、地域内外の皆さんが集まる
場を作るため、空家の改修・片付けを始めました。毎週月
曜日を活動日として、少しずつ進めていきたいと思います。
一緒に活動される方大歓迎です。

　12月11日、老人会の皆さんのご協力を頂き、槻木トンネルと
槻木小に立派な門松が立てられました。
12月28日、門松に刺激を受けたのと、花
苗が安く手に入ったこともあり、県道沿
いの花壇に花を植えました。年末年始に
槻木を訪れた方が、喜んでくれるといい
なと思いました。

空家改修

門松作りと花植え

「西郷橋はどこに？」

～このコーナーは、
　槻木のあちこちを
　　　紹介致します～

　2018年のＮＨＫ大河ドラマは、「西郷(せ
ご)どん」です。下槻木に新西郷橋という橋
があり、その230ｍ手前に西郷橋と呼ばれた
橋があったそうです。明治10年にあの西郷
隆盛が通ったかもしれない！？
　これから注目のスポットになるか！期待
したいです。

≪平成28年11月中旬～平成29年1月上旬≫
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防災無線は常に電源を入れておきましょう

  槻木あっ！  槻木あっ！

チラッこちらチラッこちら
  槻木あっ！  槻木あっ！

チラッこちらチラッこちら
  槻木あっ！

チラッこちら
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認知症見守り・声かけ訓練のご案内
　これからも住み慣れた多良木町で安心して暮らしていける地域づくりを目指すことを目的として、

１１月に開催を予定しておりました認知症見守り・声かけ訓練を下記のとおり日程を変更して実施

します。

　２月２６日（日）午前１０時から午前１１時頃まで、認知症の方が町内（久米地区：２区、４区、

７区）を徘徊している想定での訓練です。

　どなたでも訓練に参加できますので、認知症を考える機会にしませんか？

日　時：2月26日（日）　午前9時30分
場　所：古城山渋集落センターにて開会（小雨決行）
 ※駐車場は「グループホーム花みずき」または「勘代寺」駐車場をご利用ください。

 ※雨天時は久米小学校体育館にて実施します

※防災無線でも呼びかけます。町民の皆さまにはご迷惑をおかけしますが、ご理解、ご協力のほど

　よろしくお願いいたします。

【お問合せ先】 多良木町役場　健康・保険課　高齢者支援係　☎４２－１２５５（直通）

10：00
　↓勘代寺駐車場出発
10：05～10：10
　↓花みずき通過
10：20～10：25
　↓中山運動公園広場通過
10：35～10：40
　↓第３保育所通過
10：40～10：45
　↓久米小学校通過
10：55
　　久米公民館到着予定

＜徘徊予定経路図＞
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保健センターだより

転倒予防の目標
「転倒」をどう捉えるか
　転倒予防の重要性が強調されるのは、転倒が骨折、寝たきり、要介護、そして死に至る、
高齢者にとって重大かつ深刻な事態を招くことが多いからです。
　「転倒した結果、状態が悪くなった」とみなすよりは、「転倒するほど、身体の状態が悪
くなっていた」と捉える方が適切といえます。加齢と運動不足による身体機能の低下や身体
的・精神的疾患の合併が原因となって“転倒”が起こると、結果として“骨折”、そして“寝たき
り”や“要介護状態”を招きやすくなると考えられます。
　転倒予防の目標は、高齢者の健康的な生活を損なう骨折を予防することであり、単純に転
倒回数を減らせばよいのではありません。転倒を予防し、骨折を予防し、要介護や寝たきり
を予防することが第一の目標です。

う防ぎましょう防ぎぎましょうう防防ぎまし う防防防防故を故をを故をを防事故事故倒事倒事倒倒倒転倒転倒場の転場のの転のの転場冬場冬場場冬場場冬冬 転転転 故故故故事事事事事場の転倒事故を防防防防防冬冬 倒倒場の転場 倒倒場 転倒事故を防防 ううをを ぎぎのの 故を防ぎまましし故故をを ょょ倒事故を防ぎましょょょ事事のの 防防倒事故を防ぎましょ故故をを故を防ぎま故 ぎぎをを倒場場場場冬場の転倒事故を防防冬冬場 故故事事 ぎぎ冬 故故転 を場の転倒事故故故冬 転 防転 故故 ょ転倒倒転倒事故転場の転倒倒倒 を防ぎましょうを転転倒転倒転 防防防冬場の転倒事冬場 事冬冬冬場 転 うう倒倒場 転転 防防場場 防防防防故故故倒事故を防倒 ぎ場 事 ぎ冬場の転倒事故を防ぎましょう冬場の転倒事故を防ぎましょう冬場の転倒事故を防ぎましょう
　冬は、高齢者の転倒事故が多く見られます。その原因と対策についてお知らせします。 

 転倒の原因としては・・・
①こたつ布団やカーペットなどにつまずく。 
②重ね着により、動きにくくなる。 
③冷えにより、膝や腰の痛みがひどくなる。 
④外出の機会が減るため更に動きにくくなる。

 その対策や予防は・・・　
①部屋の中で自分が通るところに物を置かない。こたつ布団、カーペットの端には十分注意し、電
　気コードは整頓しておく。 
②滑り止めマットなどを活用する。 
③部屋を温め、温度管理を行い、厚着にならないようにする。 
④適度に体を動かす機会をもつ。

『介護を予防する教室に参加しませんか』
　多良木町では、住み慣れた地域でいつまでも安心して過ごせるように、介護予防を目的と
した運動教室「筋力アップ教室」を熊本機能病院の講師に来ていただき実施しております。
週１回程度実施しており、人気の教室です。
　その他、いくつか介護予防に関する事業を行っておりますが、このような教室も選択肢の
一つとして活用しながら、介護予防に努めてはいかがでしょうか。

　教室等に関するお尋ねは
多良木町役場　健康・保険課　高齢者支援係（電話：42-1255）までお願いします。
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　国民年金は、年をとったときやいざというときの生活を、現役世代みんなで支えよう
という考えで作られた仕組みです。
　具体的には、若いときに公的年金に加入し保険料を納め続けることで、年をとったと
きや、病気やケガで障害が残ったとき、家族の働き手が亡くなったときに、年金を受け
取ることができる制度です。
　国民年金のポイント
◎将来の大きな支えになります
　国民年金は20歳から60歳までの人が加入し、保険料を納める制度です。
　国が責任をもって運営するため、安定していますし、年金の給付は生涯にわたって保
　障されます。
◎老後のためだけのものではありません
　国民年金には、年をとったときの老齢年金のほか障害年金や遺族年金もあります。
　　障害年金は、病気や事故で障害が残ったときに受け取れます。また遺族年金は、加
　　入者が死亡した場合、その加入者により生計を維持されていた遺族（「子のある配偶
　　者」や「子」）が受け取れます。
「学生納付特例制度」と「納付猶予制度」
★「学生納付特例制度」
　　学生の方は一般的に所得が少ないため、ご本人の所得が一定額以下の場合、国民年
　金保険料の納付が猶予される制度です。
★「納付猶予制度」
　　学生でない50歳未満の方で、ご本人及び配偶者の所得が一定額以下の場合に、国
　民年金保険料の納付が猶予される制度です。

　国民年金保険料の納付には、口座振替がご利用になれます。
　口座振替には、当月分保険料を当月末に振替納付することにより、月々50円割引さ
れる早割制度や、現金納付よりも割引額が多い６ヵ月前納・１年前納・２年前納もあり、
大変お得です。
　口座振替をご希望の方は、納付書または年金手帳、通帳、金融機関届出印を持参のう
え、ご希望の金融機関または年金事務所へお申し出ください。

国⺠年⾦インフォメーション

【お問合わせ先】　八代年金事務所　　　　　　　電話０９６５－３５－６１２３
　　　　　　　　　多良木町役場　健康・保険課（保険年金係）　電話４２－１２５５（直通）

～新成人の皆さんへ～ 20歳になったら国民年金

国民年金保険料は口座振替がお得です



広報たらぎ2017．２17

教育委員会だより

　１月22日（日）に、１月26日の文化財防火デーに合わせ黒肥地の栖山観音堂で防火訓練を実施

しました。文化財防火デーは昭和24年１月26日に、現存する世界最古の木造建造物である法隆寺

の金堂が炎上し、壁画が焼損したことを契機に制定さ

れました。この日を中心として文化財を火災・地震そ

の他の災害から守るため、全国的な文化財防火運動が

展開されています。

　町内の貴重な文化財は、今回、防火訓練を実施しま

した「栖山観音堂」をはじめ、多くが木造で、いった

ん火災が発生すると取り返しのつかないことが予想さ

れます。

　栖山観音堂での訓練の実施は平成19年以来で

す。地区住民による文化財の救出訓練・初期消

火訓練、多良木町消防団による消火訓練、上球

磨消防組合指導による消火器取扱い訓練を行い

ました。

文化財防火訓練文化財防火訓練文化財防火訓練

　平成28年12月23日（金）に英語キャンプ～クリスマス会～を実施しまし
た。多良木町内の小学校１年生～４年生を対象に行い、多良木町のALTが
サンタやトナカイのコスチュームで登場し、和やかな雰囲気ではじまりま
した。
　クリスマスに合ったゲームや、クッキーのチョコレートデコレーション、また、クリスマスカード
作成など、ALTが内容を全て企画し、英語を使いながら楽しい時間を過ごしました。
　今年は参加希望者が例年以上に多く、全ての応募者に参加していただくことができませんでしたが、

来年も実施する予定ですので皆さんの参加をお
待ちしています。

英語キャンプ

クリスマスカード作成の様子 デコレーションしたクッキー
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防災無線は常に電源を入れておきましょう 　

昨
年
の
10
月
１
日
か
ら
12
月
31

日
ま
で
赤
い
羽
根
共
同
募
金
運
動

を
展
開
し
た
と
こ
ろ
、
誰
も
が
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
福
祉
の
町
づ
く

り
の
た
め
に
と
、
町
内
の
企
業
や

個
人
、
各
行
政
機
関
や
学
校
、
団

体
等
、
多
く
の
皆
様
方
の
参
加
と

ご
協
力
を
い
た
だ
き
し
た
。
ま
た
、

行
政
区
各
戸
か
ら
は
、１
戸
５
０
０

円
以
上
の
募
金
を
い
た
だ
き
平
成

28
年
度
は
、
期
間
中
１
６
６
万
６

５
０
０
円
の
募
金
が
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。
み
な
さ
ま
の
温
か
い
ご
支

援
と
ご
協
力
、
本
当
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
な
お
、
平
成

21
年
５
月
よ
り
多
目
的
研
修
セ
ン

タ
ー
正
面
玄
関
横
に
赤
い
羽
根
共

同
募
金
支
援
自
動
販
売
機
を
設
置

し
、
広
く
皆
さ
ま
方
に
ご
利
用
を

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
こ
ち
ら

の
、
売
上
金
額
の
一
部
も
本
年
度

の
共
同
募
金
と
し
て
活
用
さ
せ
て

い
た
だ
く
予
定
で
す
。
ご
協
力
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
後

も
、
本
町
の
地
域
福
祉
事
業
の
た

め
に
意
志
あ
る
お
金
と
し
て
有
効

に
使
用
さ
れ
る
、
赤
い
羽
根
共
同

募
金
に
ご
支
援
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
募
金

活
動
へ
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し

た
行
政
区
の
皆
様
を
は
じ
め
、
各

区
長
・
婦
人
会
・
民
生
委
員
・
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
・
各
学
校
関
係
者
の

皆
様
に
は
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

　

募
金
を
賜
り
ま
し
た
皆
様
に
お

礼
を
申
し
上
げ
、
ご
紹
介
い
た
し

ま
す
。

〜
寄
付
者
名
簿
〜

◆
５
万
円
以
上

味
岡
建
設
㈱

多
良
木
町
役
場
職
員

～
じ
ぶ
ん
の
町
を
良
く
す
る
し
く
み
。～

地
域
を
つ
く
る
赤
い
羽
根

「
赤
い
羽
根
共
同
募
金
」に
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

◆
５
万
円
未
満
〜
３
万
円
以
上

高
橋
酒
造
㈱

多
良
木
町
社
会
福
祉
協
議
会
職
員

◆
３
万
円
未
満
〜
１
万
円
以
上

多
良
木
小
学
校
児
童
・
教
職
員

多
良
木
町
民
生
委
員
・
児
童
委
員

協
議
会

黒
肥
地
保
育
園
・
く
ろ
っ
子
学
童

ク
ラ
ブ
・
黒
肥
地
保
育
園
保
護
者

会黒
肥
地
小
学
校
児
童
・
教
職
員

岩
下
兄
弟
㈱【
銀
馬
車
多
良
木
店
・

銀
馬
車
パ
レ
ス
多
良
木
店
】

黒
肥
地
１
区
老
人
ク
ラ
ブ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
け
や
き
の
会

上
球
磨
消
防
署
職
員

久
米
小
学
校

仁
田
畑
ク
リ
ニ
ッ
ク

多
良
木
９
区
の
２
老
人
ク
ラ
ブ

黒
肥
地
10
区
老
人
ク
ラ
ブ

多
良
木
８
区
の
１
老
人
ク
ラ
ブ

多
良
木
２
区
の
２
老
人
ク
ラ
ブ

多
良
木
８
区
の
２
老
人
ク
ラ
ブ

光
台
寺
保
育
園
職
員

久
米
５
区
の
２
老
人
ク
ラ
ブ

味
岡
正
章

宮
原
医
院

㈲
宮
本
自
動
車
整
備
工
場

黒
肥
地
簡
易
郵
便
局

横
山
医
院

㈾
宮
元
酒
造
場

第
１
保
育
所
職
員

井
手
工
業
㈱

渡
辺
医
院

清
水
産
業
㈱
九
州
事
業
所

多
良
木
町
森
林
組
合

松
本
商
店

◆
１
万
円
未
満
〜
５
千
円
以
上

多
良
木
警
察
署
職
員

黒
肥
地
８
区
老
人
ク
ラ
ブ

多
良
木
中
学
校
教
職
員

介
護
老
人
保
健
施
設
シ
ル
バ
ー
エ

イ
ト
職
員

多
良
木
郵
便
局
職
員

多
良
木
10
区
の
１
老
人
ク
ラ
ブ
　

　
　
　
　
　
　
　

（
里
の
城
会
）

久
米
４
区
老
人
ク
ラ
ブ

球
磨
支
援
学
校

黒
肥
地
７
区
老
人
ク
ラ
ブ

多
良
木
９
区
の
１
老
人
ク
ラ
ブ

多
良
木
１
区
の
１
老
人
ク
ラ
ブ

多
良
木
２
区
の
１
老
人
ク
ラ
ブ

多
良
木
７
区
の
２
老
人
ク
ラ
ブ

多
良
木
７
区
の
１
老
人
ク
ラ
ブ

黒
肥
地
５
区
老
人
ク
ラ
ブ

多
良
木
５
区
の
２
老
人
ク
ラ
ブ

多
良
木
10
区
の
２
老
人
ク
ラ
ブ

久
米
10
区
老
人
ク
ラ
ブ

多
良
木
６
区
の
３
老
人
ク
ラ
ブ

久
米
８
区
老
人
ク
ラ
ブ

成
松
建
設
㈱

㈱
恒
松
酒
造
本
店

河
内
産
業
㈱

総
合
葬
祭
た
け
な
か
㈱

㈾
小
川
青
果
商

㈱
肥
後
銀
行
多
良
木
支
店

㈱
熊
本
銀
行
多
良
木
支
店

熊
本
県
信
用
組
合
多
良
木
支
店

㈲
鶴
田
電
気
設
備

㈱
宮
田
建
設

㈲
助
廣
管
設
備

多
良
木
６
区
の
２
老
人
ク
ラ
ブ

辻
隆
友
税
理
士
事
務
所

㈲
球
磨
衛
生
設
備
管
理
公
社

㈲
球
磨
清
掃
公
社

㈱
川
金
ダ
イ
カ
ス
ト
工
業
熊
本
工
場

共
根
共

赤赤

羽

赤赤赤
い
羽
根
共

赤
い
羽
根
共

「
赤
い
羽
根
共

赤
い
羽 じ

ぶ
ん
の

地
域
を

募
金

ん
域

良
く

つ
く
る
赤

に
ご
協
力
く
る

。。。。
み
。
み
。
み
。
み
。
み
。
み
。

く
み
。～

く
み
。～

る
し

い
羽
根ざ

い
ざ
い

と
う
ご
ざ
い

羽



広報たらぎ2017．２19

防災無線は常に電源を入れておきましょう

き
り
ん
薬
局

㈲
多
良
木
印
刷

益
田
家
畜
医
院

多
良
木
青
果
㈱

㈱
ハ
リ
マ
建
設

松
下
建
設
㈱

㈲
中
村
電
設

早
川
電
気
設
備

㈲
吉
村
建
設

㈲
那
須
酒
造
場

那
須
セ
メ
ン
ト
工
業
㈱

肥
後
環
境
㈱

中
原
歯
科
医
院

秋
山
動
物
病
院

㈾
又
江
原
林
業

さ
か
ぐ
ち
㈲

秋
山
歯
科
医
院

和
泉
自
転
車
店

㈾
福
元
時
計
店

㈲
三
協
印
刷

多
良
木
町
物
産
館
利
用
組
合

お
お
た
歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

宮
本
電
機
㈱

浜
商
店

木
下
醸
造
所

百
太
郎
溝
土
地
改
良
区

く
ろ
に
た
歯
科
医
院

味
岡
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
㈱
第
二
工
場

◆
５
千
円
未
満

黒
肥
地
６
区
老
人
ク
ラ
ブ

黒
肥
地
東
西
４
区
老
人
ク
ラ
ブ

黒
肥
地
３
区
老
人
ク
ラ
ブ

多
良
木
10
区
の
１
老
人
ク
ラ
ブ
　

　
　
　
　
　
　
　
　

（
新
永
会
）

多
良
木
１
区
の
２
老
人
ク
ラ
ブ

多
良
木
３
区
の
１
老
人
ク
ラ
ブ

黒
肥
地
２
区
老
人
ク
ラ
ブ

岩
奥
生
花
店

㈲
那
須
宝
来
堂

川
越
木
工
所

㈲
坂
口
建
設

球
磨
地
域
農
業
協
同
組
合
上
球
磨
支
所

熊
本
日
日
新
聞
多
良
木
販
売
店

赤
池
工
務
店

フ
ァ
ミ
リ
ー
シ
ョ
ッ
プ
う
お
ず
み

坂
本
自
動
車
整
備
工
場

多
良
木
共
栄
㈱

㈲
池
田
メ
デ
ィ
カ
ル

㈲
愛
瀬
電
機
水
道

い
ち
ご
薬
局

医
療
法
人
犬
童
会
犬
童
耳
鼻
咽
喉
科

球
磨
熱
源

㈱
川
口
建
設

青
木
商
会

ワ
ー
ル
ド
・
パ
イ
オ
ニ
ア
熊
本

㈱
西
金
物
店

㈲
み
な
み

房
の
露
㈱

㈲
分
部
タ
ク
シ
ー

㈲
佐
藤
商
店

建
築
士
事
務
所
な
か
お
か

椎
葉
興
産

三
浦
電
機
サ
ー
ビ
ス

㈱
多
良
木
石
油

多
良
木
学
園
職
員

合
志
林
工
社

㈲
エ
ビ
ス
ヤ
Ｆ
Ｃ
オ
サ
ダ
多
良
木
店

㈾
金
澤
自
動
車

た
ら
ぎ
調
剤
薬
局

㈲
弥
永
物
産

㈲
お
お
し
ま
や

㈲
東
急
印
刷

㈲
た
ら
ぎ
タ
ク
シ
ー

青
桐
塾

お
が
た
洋
品
店

㈱
尾
前
電
気
設
備

新
辰
巳

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
若
葉
園

㈲
米
村
電
気
設
備

野
島
建
設
㈱

㈱
イ
ワ
オ
建
設

多
良
木
町
商
工
会

㈾
池
田
屋

久
我
豆
富
こ
ん
に
ゃ
く
店

う
な
ぎ
の
吉
鶴

㈲
山
下
商
会

㈲
恒
松
時
計
店

や
な
が
本
店

㈲
岡
部
麗
香
園

第
３
保
育
所
職
員

久
米
５
区
の
３
老
人
ク
ラ
ブ

加
納
幸
清

西
間
庭
酒
店

抜
群
酒
造
㈾

林
田
工
務
店

パ
ー
ク
う
な
ぎ
と
ろ
ば
た

㈲
村
上
精
肉
店

㈲
池
田
商
店

㈱
人
吉
・
球
磨
林
業
機
械
セ
ン
タ
ー

ウ
ェ
ー
ブ
ハ
ウ
ス
タ
キ

㈲
成
合
商
会

チ
ャ
ー
ム
洋
装
店

黒
肥
地
９
区
老
人
ク
ラ
ブ

弁
当
の
く
ど
う

中
村
印
房

カ
フ
ェ
レ
ス
ト
大
使
館

多
良
木
６
区
の
１
老
人
ク
ラ
ブ

ハ
ル
カ
美
容
室

㈲
あ
ら
た
け
蒲
鉾
店

福
永
商
店

石
田
理
容
店

川
辺
製
菓
店

白
水
薬
局

㈲
松
本
自
動
車

石
井
直
文

日
高
理
容
店

カ
ッ
ト
ハ
ウ
ス
ウ
ラ
ベ

尾
方
石
油

㈾
渕
田
商
会

ヘ
ア
ー
ア
ト
リ
エ
ド
ー
ズ

ヘ
ア
ー
サ
ロ
ン
久
我

ス
ポ
ー
ツ
シ
ョ
ッ
プ
前
田

※

　

寄
付
者
、
社
名
の
公
表
を
希
望

さ
れ
な
い
場
合
も
あ
り
ま
し
た
の
で

一
部
公
表
を
控
え
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。
（
上
記
他　

11
件
の
ご

寄
付
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。）
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収入保険制度とは…
　自ら生産した農産物の当年産の販売収入が、農業者ごと
の過去５年間の平均収入の９割水準を下回った場合に補填
される制度です。

　新たに青色申告を始めるためには、個人の場合、平成29
年３月15日まで、最寄りの税務署に「青色申告承認申請
書」を提出する必要があります。
　この申請を行えば、平成29年分の所得から、青色申告を
行うことができます（申告時期は平成30年２～３月）。

　なお、政府の農林水産業・地域の
活力創造本部において、青色申告を
行っている農業者を対象とした収入
保険制度の導入が決定されました。

収入保険制度が始まります

対象者は…

加入希望の方は…

青色申告を始めるには、
まず何をすればいいの？

農業共済制度が変わります！

【お問い合わせ先】 九州農政局熊本県拠点地方参事官室
　　　　　　　　 096-300-6020 又は 096-300-6024

青色申告を行っている農業者です!!

青色申告を始めましょう！
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Informa on

　

林
業
の
仕
事
を
し
て
い
た
こ
と
が
あ

り
ま
せ
ん
か
？

　

林
退
共
制
度
に
加
入
し
て
い
た
が
、

退
職
金
を
ま
だ
受
け
取
っ
て
い
な
い
方

を
探
し
て
い
ま
す
。

　

以
前
、
林
業
の
仕
事
を
し
て
い
た
が
、

ご
自
身
が
林
退
共
へ
加
入
し
て
い
た
か

分
か
ら
な
い
方
に
つ
い
て
も
お
調
べ
い

た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
罹
災
さ
れ
た
共
済
契
約
者
お

よ
び
被
共
済
者
の
皆
様
に
対
し
、
各
種

手
続
（
共
済
手
帳
の
紛
失
、
退
職
金
の

請
求
等
）
の
必
要
が
生
じ
た
場
合
は
で

き
う
る
限
り
の
範
囲
に
お
い
て
速
や
か

に
対
応
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の

で
、
最
寄
り
の
支
部
又
は
本
部
へ
お
問

い
合
わ
せ
、
ご
相
談
下
さ
い
ま
す
よ
う

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

▼
問
合
せ
先　

独
立
行
政
法
人
勤
労
者

　

退
職
金
共
済
機
構

　

林
業
退
職
金
共
済
事
業
本
部

　

〒
１
７
０-

８
０
５
５

　

東
京
都
豊
島
区
東
池
袋
１-

２
４-

１

　

ニ
ッ
セ
イ
池
袋
ビ
ル

　

電 

話
　

０
３-

６
７
３
１-

２
８
８
７

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
　

０
３-
６
７
３
１-

２
８
９
０

・
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
案

　

内
し
て
お
り
ま
す
。

h
ttp

://w
w
w
.rin

ta
ik
y
o
.ta

isy
o
k

u
k
in
.go

.jp
/

　

一
般
社
会
人
の
方
で
、
学
習
意
欲
が

あ
り
、
１
年
間
を
通
じ
て
聴
講
で
き
る

方
を
募
集
し
ま
す
。

▼
授
業
内
容

　

パ
ソ
コ
ン
活
用（
基
礎
、
応
用
な
ど
）

▼
聴
講
期
間

　

平
成
29
年
４
月
か
ら
平
成
30
年
２
月

▼
事
業
時
間

　

週
１
日
２
時
間
（
水
曜
日
午
前
10
時

　

か
ら
正
午
の
予
定
）

▼
募
集
人
員
　

６
名
程
度
（
先
着
順
）

▼
募
集
期
間

　

３
月
２
日（
木
）か
ら
３
月
９
日（
木
）

　

※
募
集
人
員
に
達
し
次
第
締
切
り

▼
聴
講
費
用
（
４
月
開
講
時
に
納
入
）

　

年
間
聴
講
料
　

５
０
０
０
円

　

聴
講
許
可
手
数
料
　

１
４
０
０
円

　

テ
キ
ス
ト
等
は
授
業
担
当
者
で
準
備

▼
申
込
み
方
法

　

多
良
木
高
等
学
校
事
務
室
に
あ
る
聴

講
許
可
申
請
書
を
募
集
期
間
内
に
提
出

▼
申
込
み
・
問
合
せ
先

　

熊
本
県
立
多
良
木
高
等
学
校
事
務
室

　

電
話
　

４
２-

２
１
０
２

　

担
当
　

川
北
　

禎
一

　

肝
炎
サ
ロ
ン
は
、
肝
炎
患
者
や
そ
の

家
族
な
ど
肝
炎
に
関
心
の
あ
る
方
の
た

め
の
情
報
交
換
の
場
で
す
。
肝
臓
の
病

気
に
対
す
る
疑
問
や
治
療
に
関
す
る
不

安
や
悩
み
な
ど
、
ゆ
っ
く
り
語
り
合
っ

て
み
ま
せ
ん
か
？
参
加
費
は
無
料
、
事

前
の
お
申
し
込
み
も
不
要
で
す
。
ど
う

ぞ
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
開
催
日
時
・
場
所

　

２
月
27
日(

月) 

13
時
30
分
～
16
時

　
　

山
鹿
市
民
医
療
セ
ン
タ
ー

　

２
月
28
日(

火) 

13
時
30
分
～
16
時

　
　

熊
本
大
学
医
学
部
附
属
病
院

　

３
月
３
日(

金) 

13
時
30
分
～
16
時

　
　

天
草
地
域
健
診
セ
ン
タ
ー

　

３
月
７
日(

火) 

13
時
30
分
～
16
時

　
　

阿
蘇
医
療
セ
ン
タ
ー

　

３
月
９
日(

木) 

13
時
30
分
～
16
時

　
　

熊
本
労
災
病
院

▼
問
合
せ
先　

熊
本
県
健
康
危
機
管
理
課

　

電 

話
　

０
９
６-

３
３
３-

２
７
８
３

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
　

０
９
６-

３
８
７-

０
１
６
７

h
ttp

://w
w
w
.p
ref.k

u
m
am

oto.jp
/

k
iji_1

8
1
2
5
.h
tm

l

　

３
月
23
日（
予
定
）よ
り
本
町
に
お
い

て
、
携
帯
電
話
の
新
し
い
電
波
利
用
を

開
始
い
た
し
ま
す
。
開
始
に
伴
い
、
テ

レ
ビ
映
像
に
影
響
の
出
る
恐
れ
の
あ
る

ご
家
庭
に
は
、
２
月
上
旬
以
降
に
次
の

よ
う
な
チ
ラ
シ
が
配
布
さ
れ
ま
す
。

　

影
響
が
出
た
場
合
は
一
般
社
団
法
人

７
０
０
Ｍ
Ｈ
ｚ（
メ
ガ
ヘ
ル
ツ
）利
用
推

進
協
会
が
無
償
で
回
復
作
業
を
行
い
ま

す
の
で
、
左
記
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
先

　

７
０
０
Ｍ
Ｈ
ｚ
テ
レ
ビ
受
信
障
害
対

　

策
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　

電
話
　

０
１
２
０-

７
０
０-

０
１
２

　

ま
た
は
０
５
０-

３
７
８
６-

０
７
０
０

▼
受
付
時
間

　

９
時
か
ら
22
時
ま
で
（
年
中
無
休
）

平
成
28
年
度
肝
炎
サ
ロ
ン

を
開
催
し
ま
す

テ
レ
ビ
視
聴
に
関
す
る

お
知
ら
せ

平
成
29
年
度
多
良
木
高
等

学
校
聴
講
生
募
集
に
つ
い
て

林
業
退
職
金
共
済
制
度（
林
退
共
）

か
ら
の
お
知
ら
せ
で
す
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熊
本
さ
わ
や
か
長
寿
財
団
で
は
、
高

齢
者
の
健
康
・
生
き
が
い
づ
く
り
を
目

的
に
、
第
29
回
熊
本
県
シ
ル
バ
ー
ス
ポ

ー
ツ
交
流
大
会
（
熊
本
ね
ん
り
ん
ピ
ッ

ク
２
０
１
７
）
を
開
催
し
ま
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
愛
好
家
の
皆
様
、
奮
っ
て

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
競
技
種
目

　

ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
卓
球
、
テ
ニ
ス
、
ソ

フ
ト
テ
ニ
ス
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、
ゲ
ー

ト
ボ
ー
ル
、
ペ
タ
ン
ク
、
ゴ
ル
フ
、
健

康
マ
ラ
ソ
ン
、
弓
道
、
剣
道
、
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
、
な
ぎ
な
た
、
太
極
拳
、

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
サ
ッ
カ
ー
、

ダ
ン
ス
ス
ポ
ー
ツ

▼
競
技
会
場

　

熊
本
県
民
総
合
運
動
公
園
外
４
会
場

▼
日　

程
　

４
月
14
日(

金)

か
ら

　

５
月
16
日(

火)

ま
で
（
予
定
）

▼
参
加
資
格
　

県
内
在
住
者
で
、
昭
和

　

33
年
４
月
１
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方

　

※

た
だ
し
、
健
康
マ
ラ
ソ
ン
女
子
に

　

つ
い
て
は
、
50
歳
代
の
方
の
オ
ー
プ

　

ン
参
加
を
認
め
ま
す
。

▼
参
加
費
　

個
人
競
技
は
１
人
千
円

　

団
体
競
技
は
種
目
に
よ
り
金
額
が
異

　

な
り
ま
す
。

▼
募
集
期
間

　

３
月
１
日(

水)

～
３
月
31
日(

金) 

▼
申
込
方
法

　

各
市
町
村
福
祉
課
ま
た
は
教
育
委
員

会
等
に
置
い
て
あ
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に

て
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
先

　

(

一
財)

熊
本
さ
わ
や
か
長
寿
財
団

　

生
き
が
い
推
進
課

　

電 

話
　

０
９
６-

３
５
４-

３
０
８
３

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
　

０
９
６-

３
５
４-

３
１
０
３

　

農
地
中
間
管
理
機
構
（
熊
本
県
農
業

公
社
）
で
は
、
農
業
経
営
を
縮
小
さ
れ

る
方
な
ど
か
ら
農
地
を
借
り
受
け
、
担

い
手
農
家
な
ど
に
貸
し
出
し
を
行
っ
て

い
ま
す
。「
担
い
手
農
家
に
農
地
を
貸

し
た
い
」「
新
た
な
農
地
が
あ
れ
ば
借

り
た
い
」
と
い
う
方
は
、
市
町
村
や
Ｊ

Ａ
の
担
当
窓
口
、
熊
本
県
農
業
公
社
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
先

　

熊
本
県
農
業
公
社

　

電
話
　

０
９
６-

２
１
３-

１
２
３
４

熊
本
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
２
０
１
７

参
加
者
募
集
の
お
知
ら
せ

農
地
を「
貸
し
た
い
方
」「
借
り

た
い
方
」を
募
集
し
て
い
ま
す
！

　

多
良
木
町
で
は
、
国
が
実
施
す
る
統

計
調
査
の
統
計
調
査
員
を
希
望
す
る

「
登
録
調
査
員
」
を
随
時
募
集
し
て
い

ま
す
。

　

統
計
調
査
員
の
任
命
期
間
は
、
お
お

む
ね
２
～
３
ヶ
月
間
で
、
調
査
完
了
後

に
は
、
調
査
の
種
類
や
調
査
票
の
枚
数

等
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
報
酬
が
支
払
わ

れ
ま
す
。

【
統
計
調
査
員
の
仕
事
】

　

お
お
ま
か
に
は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
調
査
員
説
明
会
へ
の
出
席

○
担
当
調
査
区
・
調
査
対
象
の
確
認

○
調
査
票
の
配
布
・
回
収

○
回
収
し
た
調
査
票
の
審
査
・
整
理

○
調
査
票
・
関
係
書
類
の
提
出

【
登
録
要
件
】

　

次
の
い
ず
れ
の
要
件
に
も
該
当
す
る

方○
町
内
に
居
住
す
る
満
20
歳
以
上
の
方

○
心
身
と
も
に
健
全
で
、
責
任
を
持
っ

　

て
統
計
調
査
事
務
を
遂
行
で
き
る
方

○
秘
密
の
保
護
を
遵
守
で
き
る
方

○
人
格
が
円
満
で
、
常
識
が
あ
り
、
接

　

遇
上
問
題
が
な
い
方

○
税
務
、
警
察
お
よ
び
選
挙
に
直
接
関

　

係
の
な
い
方

○
暴
力
団
員
で
な
い
方
お
よ
び
暴
力
団

　

員
も
し
く
は
暴
力
団
と
密
接
な
関
係

　

を
有
し
て
い
な
い
方

　

登
録
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
多
良
木

町
役
場
２
階
企
画
観
光
課
に
お
越
し
く

だ
さ
い
。
申
請
書
は
Ｈ
Ｐ
か
ら
も
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

h
ttp

://w
w
w
.to

w
n
.taragi.lg.jp

/

q
/av

iew
/8

/2
5
3
7
/h

tm
l

【
問
合
せ
先
】

　

企
画
観
光
課
　

☎
４
２-

１
２
５
７

統
計
調
査
「
登
録
調
査
員
」
の

統
計
調
査
「
登
録
調
査
員
」
の

募
集
に
つ
い
て

募
集
に
つ
い
て

統
計
調
査
「
登
録
調
査
員
」
の

募
集
に
つ
い
て
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人
吉
球
磨
広
域
行
政
組
合
で
は
、
①

建
設
工
事
、
②
測
量
・
建
設
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
及
び
③
物
品
調
達
に
つ
い
て
、

平
成
29
・
30
年
度
の
指
名
願
の
定
期
受

付
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

　

詳
細
・
様
式
等
に
つ
い
て
は
、
人
吉

球
磨
広
域
行
政
組
合
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
受
付
期
間
　

　

２
月
１
日(

水)

か
ら
２
月
28
日(

火)

　

※

土
日
祝
日
は
閉
館
日

　

※

郵
送
の
み
の
受
付

　

(

２
月
28
日(

火)

ま
で
の
消
印
有
効)

▼
問
合
せ
先
　

　

人
吉
球
磨
広
域
行
政
組
合
　

総
務
課

　

契
約
係

　

電 

話
　

０
９
６
６-

２
３-

３
０
８
０

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
　

０
９
６
６-

２
２-

７
２
５
５

　

 kanri@
union.hitoyoshikum

a.lg.jp
　

http://w
w
w
.hitoyoshikum

a.com

　

県
で
は
、
労
働
条
件
や
退
職
・
解
雇
、

職
場
で
の
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
様
々
な
労
使

双
方
か
ら
の
相
談
に
専
門
の
相
談
員
が

中
立
の
立
場
か
ら
助
言
を
行
っ
て
い
ま

す
。
相
談
無
料
で
す
。

▼
実
施
場
所

　

熊
本
県
し
ご
と
相
談
・
支
援
セ
ン
タ
ー

　

熊
本
市
中
央
区
水
道
町
８-

６

　

朝
日
生
命
ビ
ル
１
階

▼
利
用
時
間

　

月
～
金
曜
日
の
９
時
か
ら
19
時

　

土
曜
日
の
10
時
か
ら
17
時

　

（
日
祝
日
、
年
末
年
始
は
閉
庁
）

▼
問
合
せ
先

　

し
ご
と
相
談
・
支
援
セ
ン
タ
ー

　

労
働
相
談
コ
ー
ナ
ー

　

電 

話
　

０
９
６-

３
５
２-

３
６
１
３

「
労
働
相
談
」実
施
の

お
知
ら
せ

平
成
29
・
30
年
度
指
名
願
の

定
期
受
付
に
つ
い
て

件　数

死者数

傷者数

熊本県内
多良木署管内
多良木町内
熊本県内
多良木署管内
多良木町内
熊本県内
多良木署管内
多良木町内

平成28年度　交通事故の発生状況 （　）内は対前年比
【12月末日現在】【１月末日現在】
6,151
31
7
67
0
0

7,929
39
9

（－490）
（－6）
（－6）
(－12）
(±0）
(±0）

(－608）
（－18）
（－12）

446
4
2
7
1
1

554
3
1

（＋5）
（±0）
（＋2）
(－2）
(＋1）
(＋1）
(－13）
（－3）
（－3）

１月１日時点
9,986人
4,679人
5,307人

6人
12人
21人
11人

3,826世帯

２月１日時点
9,970人
4,671人
5,299人

2人
14人
12人
16人

3821世帯

人　口
　男性
　女性
出　生
死　亡
転　入
転　出
世帯数

人のうごき

参加・登録のお願い

●くまもとメディカルネットワークとは？
　利用施設（病院、診療所、薬局、介護施設等）をネット
ワークで結び、参加者（患者）の診療、調剤および介護に
必要な情報を共有し、質の高い医療・介護サービスの提供
へ繋げるシステムです。
●参加方法
　くまもとメディカルネットワークを利用している利用施
設に「くまもとメディカルネットワーク参加同意書」の提
出が必要になります。（※参加費無料）
●問い合わせ先
　くまもとメディカルネットワークサポートセンター
（公益社団法人　熊本県医師会内）
　TEL：０１２０－２５－３７３５
（午前：9:00～12:00、午後：13:00～17:00）
　ホームページ：http://kmn.kumamoto.med.or.jp/

※今年度、地域の中核的な医療機関等から順次ネットワー
ク構築を行う計画としていますので、現時点で全ての医
療・介護関係機関で利用できるわけではありません。

くまもとメディカルネットワークを活用し、
質の高い医療・介護サービスを受けましょう
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説　　　明

毎月１日・20日は、家畜防疫の日

平成２8年12月分

平成29年1月分

平成２8年度累計(Ｈ２8.４月～Ｈ２9.1月)（Ａ）

前年度の1月までの累計（Ｂ）

（Ａ）－（Ｂ）

158,370㎏

143,560㎏

1,466,690㎏

1,435,960㎏

+30,730㎏

可燃ゴミ町から出たゴミの量 不燃ゴミ

13,500kg

6,950㎏

84,480㎏

85,940㎏

－1,460㎏

5

12

19

26

土金木水火月日
4

11

18

25

6

13

20

27

7

14

21

28

1

8

15

22

29

2

9

16

23

30

3

10

17

24

31

町内リサイクル
・久米公民館
・武道館　　

町内リサイクル
・赤坂集落センター
・里の城　　　　  
・黒肥地公民館　  

図書室休館日

図書室休館日

図書室休館日

図書室休館日

ちいさなお友だちの
おはなしの時間

町長交際費の支出状況（H28.12.22～Ｈ29.1.31）

№ 件　　　名 金　額 支払先

１

2

力真関十両昇進祝
懸垂幕
地方創生関係協議
時手土産

田頭看板店

多良木町物産
館利用組合

80,000円

2,160円

春分の日

３月　くらしのカレンダー

期日 電話 休日当番薬局 （３月分）休日在宅医 （３月分）

休日在宅医・当番薬局 ■当番医の変更などがありますので、受診時は医療機関へご確認ください。

清
風
薬
局
サ
ン
ロ
ー
ド
免
田
店

（
４
９－

９
６
０
０
）

渡辺医院（多良木町）

酒瀬川内科（錦町）

公立多良木病院小児科（多良木町）

宮原医院（多良木町）

ほづみ皮膚科医院（錦町）

たかはし小児科内科医院（人吉市）

横山医院（多良木町）

小川整形外科医院（錦町）

人吉医療センター小児科（人吉市）

仁田畑クリニック（多良木町）

脳神経外科小林クリニック（錦町）

堤病院附属九日町診療所小児科（人吉市）

増田耳鼻咽喉科クリニック（あさぎり町）

緒方医院（相良村）

やまむら医院（あさぎり町） 

42-2541

38-0050

42-2560

42-2082

26-5300

24-2222

42-2132

38-3455

22-2191

42-1123

38-5670

22-2251

45-8001

35-0131

45-0005

５日（日）

12日（日）

19日（日）

20日（月）

26日（日）

・山口薬局　42-2123
・多良木いちご薬局　42-6888
・つばめ薬局　25-2500

・山口薬局ピーチ店　42-7712

・きりん薬局原田店（42-6900）
・おかざき薬局（49-2905）

・ひご薬局多良木店　49-1011
・百太郎薬局　28-8123

・エスエス堂きりん本町薬局　45-6330
・くま薬局　35-1300

■診療時間は、午前９時から午後５時までです。

６ヵ月児健診
１歳２ヵ月児育児
相談

２歳６ヵ月児健診
１歳児歯科検診
あすなろ会

３ヵ月児健診離乳食教室
（水上村保健ｾﾝﾀｰ）
母子手帳交付

２月の納税
固定資産税　４期　　国民健康保険税　10期
　　　　　　　　　　　　 　　の納入月です

あすなろ会母子手帳交付

母子手帳交付

母子手帳交付
育児相談

百太郎駅伝

男性料理教室



ご寄付へのお礼

熊
本
地
震
義
援
金

熊
本
地
震
義
援
金

熊
本
地
震
義
援
金

熊
本
地
震
義
援
金

熊
本
地
震
義
援
金

社協だより

０１ ０ 再生紙を利用しています。

　
　

次
の
方
々
か
ら
社
会
福
祉
の
た
め

に
と
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

皆
さ
ま
の
温
か
い
善
意
に
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
故
人
の
ご

冥
福
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

す
。
　
　
　
　

（
敬
称
略
：
受
付
順
）

東
海
林
幸
子（
故 

下
村 

誠
）久
４
区

坂
口
　

幸
法（
故 

ケ
イ
）多
８
区
の
１

分
部
　

忠
子（
故 

輝
義
）多
５
区
の
１

大
石
　

正
行（
故 

秀
一
）久
４
区

石
原
キ
ミ
子（
故 

正

）久
５
区

益
田
喜
美
子（
故 

實
美
）黒
１
区

林
田
　

秀
利（
故 

フ
ミ
カ
）多
９
区
の
２

後
藤
　

勇
　

（
故 

な
み
こ
）多
７
区
の
１

松
本
　

徹
夫（
故 

良
子
）久
４
区
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高齢者宅の訪問防火指導高齢者宅の訪問防火指導高齢者宅の訪問防火指導
　

日
本
赤
十
字
地
域
奉
仕
団
で
も
あ
る

多
良
木
町
地
域
婦
人
会
（
坂
田
陽
子
会

長
）
の
皆
さ
ん
は
、
平
成
28
年
熊
本
地

震
災
害
時
の
日
赤
熊
本
の
活
動
報
告
及

び
地
域
で
考
え
る
災
害
時
の
備
え
に
つ

い
て
講
習
を

受
け
ら
れ
ま

し
た
。
い
ざ

と
い
う
時
に

備
え
る
た
め

熱
心
に
聞
か

れ
て
い
ま
し

た
。
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ス
ト
ー
ブ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
ど
火
を
使

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

う
こ
と
が
多

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

い
冬
の
時
季

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
は
火
災
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ど
発
生
し
や

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

す
い
た
め
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

上
球
磨
消
防

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

署
の
協
力
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

得
て
訪
問
防

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

火
指
導
を
実

施
し
ま
し
た
。

　

ひ
と
り
暮
ら
し
や
高
齢
者
世
帯
の
皆

さ
ん
が
安
全
に
在
宅
生
活
を
送
れ
る
よ

う
防
火
に
つ
い
て
の
助
言
や
指
導
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

黒
肥
地
保
育
園
の
保
護
者
会
・
職
員
の
皆
さ

ま
か
ら
共
同
募
金
会
に
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

園
児
や
学
童
の
皆
さ
ん
に
募
金
を
届
け
て
い

た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ボランティアポイント交換のお知らせ

　ボランティア登録をいただいている295名の皆

さん、そろそろポイント交換の時期になりました。

交換の期限は３月31日ですが、年度末は込み合い

ますので、３月までの活動が終わられた方から随

時、交換をお勧めします。

　ポイント交換はスタンプ１個からできますので、

ぜひ交換してください。

　平成29年度入学予定者の教育支援資金（低所得

世帯対象の生活福祉資金）借入申し込み受付が始

まりました。

　詳しい内容は、社協（42-1112）へお問い合わせ

ください。

① 教育支援費　高等学校 …… 月額3.5万円以内

　　　　　　　 高等専門学校  月額６万円以内

　　　　　　　 短期大学 …… 月額６万円以内

　　　　　　　 大　　学 …… 月額6.5万円以内

② 就学支度費（入学に際し必要な経費）

　　　　　　　　　　　 …………… 50万円以内

教 育 支 援 資 金のご 案 内

地域赤十字奉仕団　　地域赤十字奉仕団　　
　（地域婦人会）講習会　（地域婦人会）講習会
地域赤十字奉仕団　　
　（地域婦人会）講習会
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